
○事業の位置付け

○事業の概要、年度別事業内容、事業費

この事業が総合計画のいずれの施策を目指しているか記
載しています。

事業説明シートの記載内容について

□業務委託又は指定管理
（委託業務名と委託先）

□補助金〔直接・間接〕
（補助金名と補助先）

□直接実施

実施方法

0

00

0

0 0

事務事業名

財
源
内
訳

国庫支出金

事業評価の対象となる予算事業の名称
（平成25年度の事業名で記載しています。）

事業期間（不明の場
合は空欄です。）

事業担当
部・局、課、担当名

事業を所管する部、課、担当の名称

0

総合計画の
位置付け

事業の概要 この事業で実施している大まかな内容を記載しています。

根拠法令
（上位施策事業名）

一般財源

この事業に係る具体的な事業内容を記載しています。

平成25年度予算の
款・項・目等の番号

事業説明シート（概要説明書）

事業期間

予算科目

対象・受益者
この事業が対象とす
る人、団体等を記載
しています。

その他　特財

この事業の根拠となる法令等又は上位施策を記入しています。
（ある場合のみ記載しています。）

（単位：千円）

対象者数（全住民に対する割合）
人（　　％）

□貸付
（貸付先）

起債

事業詳細

0

事業費内訳
（平成25年度）

平成23年度
決算額

平成24年度
決算額

平成25年度
決算見込額

平成26年度
予算額

人件費（B)

フルコスト（A+B)

内
訳

職員（人）

事業費（A)

再任用（人）

事業開始・継続
の背景

この事業を実施するに至った経緯、現在事業を継続している経緯、背景等を記載しています。

目的・目標 この事業の実施により目指すべき（あるべき）市民生活やまちの状況を記載しています。

□その他

県支出金
 この事業を行うために必要な資源等を記載しています。 
 「事業費」は、この事業に要している予算を記載しています。平成２３・２４年
度は決算額、平成２５年度は決算見込額を記載しています。平成２５年度は、決算
額確定前であり、財源内訳は未確定のため、記載していません。平成２６年度は当
初予算額を記載しています。 
 「人件費」は、職員１人の労働力を「１」とし、事業担当課の職員について、担
当する各事業に従事する割合に従い、労働力を配分し算出した従事職員数に年度ご
との平均給与を乗じた人件費を記載しています。平成２５年度以前は実績値、平成
２６年度は年度当初の見込値をそれぞれ記載しています。 
 なお、各年度に使用している平均賃金は前々年度のものであり、前者の事業費と
後者の人件費を合算した数値を、この事業の「フルコスト」として記載しています。 



○事業の実績

単位

目標
実績

単位

目標
実績

単位

目標
実績

単位

目標
実績

○事業分析
総合
評価

○高
○低

○高
○低

○高
○中
○低

○高
○中
○低

平成23年度

平成25年度 平成26年度

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

平成26年度

上記以外の成果 　数値ではあらわせないこの事業の成果を記載しています。

指標設定理由等

平成23年度 平成24年度 平成25年度
活動指標①

説明・算定式

指標名

平成23年度 平成24年度

活動指標②

指標名

説明・算定式

平成26年度

成果指標①

指標名

説明・算定式

成果指標②

指標名

説明・算定式

平成24年度 平成25年度

　平成２５年度のこの事業の具体的な取組内容や実績・効果を記載しています。

左記の視点に関する分析・課題の抽出

　前記の事業分析を踏まえ、冒頭の「目的・目標」を達成するための今後の事業展開に向けた課題を分析していま
す。

　この事業における活動指標、成果指標として設定した事項の持つ意味等を記載しています。

平成25年度の主な取組と成果

分析の視点

□事業の目的、対象、内容
□受益者負担、補助額
□業務の執行体制（人員配置、業務分担）
□その他

□上位施策への貢献
□市民満足度を高める方策
□継続による成果向上の可能性
□その他

□市民ニーズ
□事業目的の達成状況
□市の関与の必要性
□その他

□業務プロセス改善による効率化の方策
□コスト削減の可能性
□事業手法（民活の余地、事業形態の検討）
□その他

今後に向けた課題の分析、課題に対する考え方

必要性

項目

効率性

妥当性

有効性事
業
分
析

 事業の目的を達成するために行った活動、各項目の目標、実績を記載しています。 
 なお、数値で活動をあらわせない事業については、設定していません。 
 （当該指標について目標値を設定していなかった年度は、空欄又は「－」となっ
ています。） 

 事業の目的目標をどの程度達成したのか。事業による効果等を数値で表したもの
を記載しています。 
 なお、数値で成果をあらわせない事業については、設定していません。 
 （当該指標について目標値を設定していなかった年度は、空欄又は「－」となっ
ています。） 

 所管課による事業の分析内容です。 
 「必要性」「有効性」「妥当性」「効率性」
の４つの項目で分析を行っており、各項目につ
いて、事業をどの視点から分析しているかや各
項目について、どの視点から見たときに課題や
見直し点があるかを記載しています。 



○次年度以降の取組

○参考資料

平塚市の類似・関連事業（同一目的事業等）

比較参考値（他自治体での類似事業の例など）

　同一の目的で行っている本市の事業があれば記載しています。相互に連携している場合にはその内容、役割分担
等を記載しています。

　近隣他市町等での類似事業の実施状況などを記載しています。

　事業の改善策（コストに関する見直し、市民サービスの向上等）を踏まえ、平成２７年度に向けた所管課の取組
方針を記載しています。

平成27年度の取組方針


